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骨材

岡野武雄

①近年建築･土木工事が盛んになりかつ大規模

になってきたので骨材の消費量もまた多くなってきた

コンクリｰト用の骨材は以前は川砂利川砂をおも

に使用していたカミ大都市周縁部の砂利不足ダム建設

などの大土木工事が運搬の不便な山間地ではじめられた

ことこれらのために運搬距離に限界のある川砂利･

川砂にかわって砕石の比重が大きく.なってきている.

このことは昭和31年度の砂利砕石の生産量を100と

したとき37年度の指数(推定)は砂利231に対して

砕石491を示していることからもうかがわれる.一方

外国での開発に刺激されて人工軽量骨材の研究が盛ん

に枚りすでに一部のものが生産され市場に出まわっ

ている.もちろん天然の軽量骨材として軽石が利用

されていたが膨脹パｰライト膨脹頁岩は新しい生

産物でとくに後者は大資本を有する会社で研究が行

なわれ試験品が作られている.この膨脹頁岩は大都

市の建築用粗骨材の不足を補うほか建造物の軽量化に

も役立つものとして生産量の増加と価格の低下カ三期待

されている.さらに放射能しゃへい用コンクリｰトの

骨材として使用される重量骨材があるが現在では使用

量がはなはだ少ない.(董晶石の項を参照)

下表に骨材の生産量を日本と米国を比較して掲げてお

いた.表でもわかるようにわが国は砂利･砂に比べ

て砕石の生産量が少たい.膨脹頁岩は現在準備の段

階にあるので今後の生産は目立って増加しよう.

なおわが国の高炉スラグの生産は詳細を知り得匁か

った.

最近の骨材の生産量

�日本(1961)�米国(1961)

砂利�150,006*I～�423,000～

砂��234,OOO切

砕石�21,000ホ1*鵯�390,000～

軽量骨材��

膨脹頁岩��6,047

高炉スラグ��5,187

軽石(火山礫を含む)�}50,000～60.0008昨1�1,047

膨脹パｰライト��240

膨脹ひる石.�7�151

(単位:日本1000メｰトル･トン米国1000シ目一トトン)

注昨11961年4月～1962年3月

#2主としてコンクリｰト用で一部に胞の用途を含む

②砂利砂

砂利砂は岩石がくずれて河水に流され下流の川床

や海浜に堆積したもので岩質の種類はその川の流域

を構成している岩石の分布量物理的性質によることは

いうまでもないことである一砂利のうち川床から採取

される川砂利は海岸から採敢される浜砂利に比べて圧

倒的に大量で採取量の比率は次のとおりである

川砂利94%浜砂利4%その他2%

砂利砂の採取は消費地である大都市周辺の河川で

はじめられたが砂利の採取が河床の低下を著しくし

このため鉄道の鉄橋沈下や護岸施設の崩壊などの被害

が著しく放ってきた.このため江戸川や淀川などで

は砂利の採取が禁止されまた相模川多摩川なども

今後の寿命が長く期待できたい.このように全砂利

の94%を占める川砂利カミ大都市周辺で洞渇してきたこ

と(還距離輸送は価格が安いためにできない)また昭和45

年度のセメントの生産予想量から推定して昭和35年度

の2.38倍約3億トンの骨材を必要とする狂どから川

砂利に代わるものの開発が重大な問題とたってきてい

る砂利の需要状況は次のようになっている.

鉄道

電力

鉱業

セメント

製品

2,3%生コン13.1弛

6.5%港湾2.8茄

0.6茄公共土木28.2弛

5.7%建築27.8%

その他13.O%

計100弛

③砕;百

砕石は安山岩玄武岩石灰岩などの岩石を地表の

露出部で採掘し破砕して生産するものと河川の玉砂

利を破砕して生産する玉砂利砕石とがある.これら

は大規模な施設をもうけて採取されるカミダム建設枚ど

の際は建設地点の近くで適当な岩石を選んで採取す

ることができる.砕石の昭和37年度における推定生産

量は2,700万トンで地方別の比率は関東地方30%

九州地方20%その他50%と枚っており今後生産の急増

が予想されている.

④ひる眉(バｰミキュライト)

バｰミキュライトと呼ばれる一群のMg分に富ノしだ

雲母状の鉱物がアメリカのMontana州Libby付近

と南アフリカ連邦Transvaa1の北東方Pa1abora

付近に産出する.わが国でこれに似たもので花陶岩

の風化分解生成物である変質した黒雲母を｢ひる石｣

と呼んで福島県小野新町近付から多量に産出する1

両者の相違は前春が超塩基性岩中に産しMgOH･Oに�
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富み焼成品が白色に近いのに反して後者は花開岩

地帯に産しMgOH･Oは少なくFe203に富み焼成

後の色は金色を呈する点にある.

バｰミキュライトひる石井に焼成すると膨脹し原

石の比重1.8～2.Oであったものが0.1～O.15になる.

この見かけ比重の少ないことを利用して建築用軽量骨

材内装壁材土壌改良混入用に使用されている.

バｰミキュライトはわカミ国にも蛇紋岩中に少量産

出(福島県石川茨城県佐賀県厳木長崎県西海村)してい

るが稼行の対象となるものはほとんどない､

⑤軽眉

軽石は北海道から九州までいずれの火山帯にも産

出するがこのうち主として大都会に近いところが稼行

されている.ここで軽石と称するのは火山岩で多

孔質見かけ比重の軽いものを称しているので岩質と

しては安山岩質玄武岩質のものもあるがやはり流

紋岩質のものカミ多く稼行されている.次に主要荏産地

のものの性質を示す.

産地�真比重�見かけ比重�気孔率(･)1�SiO｡(%)

大島�2.87�1.63～2.20�23.4～41.8�52.4

富士�2.86�1.82～1.91�33.2～36.4�50.9

新島�2.40�1.65～2.25��

��O.99～1.84�6.2～31.2�75.5

榛名�2.58�0.99～1,84�28.7～61.6�

桜島�2.50�0.70～O.98�60.8～72.O�

十和田�2.34�O.68～O.75�68.0～71.O�

天城��O.6��72.06

これらの軽石は軽量骨材としてあるい怯軽量コン

クリｰト･ブロックなどのセメント製品として利用さ

れているが天城産の抗火石はそのままレンガ状に切

出されて断熱タイルまたは化粧レンガとして利用さ

れている.一方吸水性を少なくするために水粘

土防水剤セメント硬化剤で粘着性をもたせたセメ

ント石灰石粉火山灰などで防水被膜を作ること

も考えられている.

⑥膨脹頁岩

頁岩細砂岩を1050.C～120ぴCに急熱し海綿状

に膨脹させたものが人造軽量骨材として使用されてき

ている｡わが国でも種々の岩石(堆積岩)について試

験され一部製品もできているが試験の対象と放ったも

のは古生代の粘板岩から白亜紀の砂岩･頁岩古第

三紀新第三紀の頁岩･細砂岩で古第三紀の細砂岩が

比較的好成績を納めてv'るようである.海綿状発泡の

原因としてはアメリカの例では有機炭素方解石

石膏黄鉄鉱などの含有物の加熱分解によるH･OC02

COS02たどといわれている.

膨脹頁岩には大塊で焼いてから砕いて使用するもの

と球状に焼き上げたものがある.球状で内部には気

泡があるが表面はち密ガラス状になるように製造され

たものは吸水性も小柱く強度も強いので今後はこの

種の型のものカミ開発されてきよう.

⑦以上簡単に各骨材について述べたが今後の見

通しとしては砂利不足とこれに代わる骨材として砕

石膨脹頁岩が進出してくることは疑い枚い.砕石

はさておいて大都市で進出する膨脹頁岩カミ抱えている

問題は価格を低下させることにあるようである.現

在川砂利川砂の価格は900円～1300円/m3であるか

ら膨脹頁岩の価格は1mヨ当り3000円前後でないと

使用され難い.

参考として使用した資料西脇:1962年目本鉱業会にお

ける講演,鉱産話BW,土木建築材料,Minerals

Yearbook1961,平賀･篠沢:鰹量コンクリｰトの施行

学会ニュｰス

日本応用地質学会

永らくr応用地質研究会｣の名称をもって活動を続けてき

ましたが去る1月31目の総会で標記｢日本応用地質学

会｣(TheSocietyofEngineeringGeo1ogyofJapan)

として新たな発展を約することになりました

この学会は応用地質(いわゆるEng1neeringGeology

を中心として一搬痩質抽ぶび鉱山地質以外のあらゆる地質

に関係した開発技術な含む)の研究者および雌質に直結し

た技術に関心のある人ならば誰でも自由に加入することが

で蕃婁す

会費は年額500円(正会員)

400円(準会員=学生)

雑誌は｢応用地質1〔EngineeringGeo1ogy〕

を年4回発行しています

なお入会あるいは雑誌のバックナンバｰその他の間い合

わ喧がありましたら

東京都千代蘭区丸ノ内1の1電源開発株式会社水力調査

都地質辮司鷺本応用地質学会轟務局Te1,212-2211内線

胴80(仮)襲たは地質調査所地質部応用地質課(川崎市久

本公工.伽一郷工陶線3錫)変で串し脳て下さい�




